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麟
、
東
灘
が
全
勝
を
守
り
、
取
組
編
成
担
当
を
悩
ま

せ
る
の
か
。
四
日
目
の
取
り
組
み
に
注
目
だ
。

序
二
段
の
３
連
勝
は
、
桃
薩
摩
、
樫
塚
、
土
岐
美

空
の
３
力
士
。
中
で
も
樫

塚
は
若
手
が
活
躍
し
て
い

る
九
十
九
部
屋
に
あ
っ
て

な
か
な
か
勝
ち
あ
が
れ
な

い
苦
労
人
先
場
所
三
段
目

で
全
敗
し
て
序
二
段
に
降

格
し
た
が
、
一
気
に
Ｖ
字

回
復
な
る
か
。
ま
た
、
付

出
で
初
土
俵
を
踏
ん
だ
佐

戸
若
部
屋
の
翔
影
島
と
秋

田
部
屋
の
難
波
山
は
明
暗

を
分
け
た
。

序
ノ
口
は
３
連
勝
で
育
成
会
の
残
留
を
決
め
た
の

は
、
富
岳
、
松
山
、
紅
ノ
花
の
３
力
士
。
な
か
で
も

富
岳
は
友
砂
親
方
が
お
気

に
入
り
の
四
股
名
の
様
で
、

過
去
に
期
待
さ
れ
な
が
ら

十
両
目
前
で
怪
我
に
よ
り

大
成
し
な
か
っ
た
「
富
嶽
」

か
ら
命
名
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
そ
の
期
待
度
が
う
か

が
え
る
。
し
か
し
顔
立
ち

は
横
綱
蛮
勇
に
瓜
二
つ
、

早
く
も
「
小
蛮
勇
」
と
の

声
援
が
起
き
て
い
る
。

今
場
所
の
注
目
は
何
と
い
っ
て
も
佐
戸
若
部
屋
と

秋
田
部
屋
の
復
興
だ
。
秋
田
部
屋
の
難
波
山
と
千
曲

海
は
新
弟
子
な
が
ら
南
部
相
撲
で
鍛
え
た
足
腰
で
２

勝
１
敗
と
好
成
績
を
残
し
た
。
と
り
わ
け
千
曲
海
は

初
日
に
鹿
賀
乃
戸
部
屋
の
新
弟
子
を
圧
勝
し
、
そ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
に
注
目
だ
。
一
方
、
佐
戸
若

部
屋
の
翔
影
島
と
涙
海
は
勝
ち
星
な
し
。
来
場
所
の

捲
土
重
来
に
期
待
し
た
い
。
（
香
具
山
＋
）

幕
下
で
３
連
勝
と
し
た
の
は
西
の
富
士
、
花
吹
雪

蛮
国
、
磯
自
慢
の
４
力
士
。
東
二
枚
目
の
西
の
富
士

が
桐
壺
の
虎
影
と
昊
翔
龍
を
共
に
押
し
倒
し
で
破
り

勝
ち
越
し
を
決
め
十
両
昇
進
に
一
歩
近
づ
い
た
。
こ

れ
で
西
の
富
士
が
昇
進
と
な
れ
ば
春
日
根
部
屋
６
人

目
の
関
取
誕
生
と
な
り
そ
う
。

幕
下
２
場
所
目
で
４
強

に
残
っ
た
英
吹
雪
。
香
具

山
勢
と
の
連
戦
で
二
日
目

に
花
形
を
押
し
倒
し
、
三

日
目
は
山
下
に
は
左
か
ら

寄
り
切
り
と
う
ま
い
相
撲

を
見
せ
た
。
英
部
屋
で
は

英
筏
が
孤
軍
奮
闘
し
て
い

る
が
英
筏
に
続
く
関
取
と

し
て
今
後
期
待
が
高
ま
っ

て
い
き
そ
う
な
感
じ
だ
。

兄
弟
子
の
英
風
も
う
か
う

か
し
て
い
ら
れ
な
い
と
こ

ろ
。
四
日
目
は
西
の
富
士

と
の
対
戦
が
組
ま
れ
そ
う

だ
が
、
こ
の
一
番
に
勝
つ

よ
う
な
ら
優
勝
も
現
実
味

を
帯
び
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。
四
日
目
が
楽
し
み

だ
。春

日
根
再
生
術
で
復
活
し
た
蛮
国
。
鹿
乃
砲
と
元

十
両
の
磯
燕
を
圧
倒
し
て
新
幕
下
で
い
き
な
り
の
３

連
勝
は
大
し
た
も
の
だ
。
以
前
は
や
や
非
力
な
感
じ

だ
っ
た
が
、
最
近
は
安
定
感
が
出
て
き
て
い
る
。
現

在
は
富
士
浪
部
屋
所
属
だ
が
半
分
は
春
日
根
部
屋
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
さ
そ
う
。

蛮
国
と
同
じ
く
初
幕
下
の
磯
自
慢
も
好
調
に
白
星

を
３
つ
並
べ
た
。
初
土
俵
は
６
年
前
の
１
３
８
回
場

所
。
育
成
会
に
１
６
場
所
も
在
籍
し
、
そ
れ
か
ら
幕

下
昇
進
を
果
た
し
た
の
は
恐
ら
く
磯
自
慢
が
最
長
の

記
録
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
磯
ノ
海
親
方

も
よ
く
我
慢
し
た
も
の
。
と
い
う
か
、
ほ
っ
た
ら
か

し
と
も
言
え
な
く
も
な
い
が
。
何
な
ら
、
幕
下
で
の

四
股
名
は
い
っ
そ
の
事
、
磯
我
慢
の
方
が
よ
か
っ
た

か
。三

日
目
は
西
旭
と
の
一

番
。
先
場
所
の
三
段
目
で

は
対
戦
は
な
か
っ
た
が
、

実
力
的
に
は
西
旭
と
思
わ

れ
た
が
、
し
か
し
大
方
の

予
想
を
覆
し
磯
自
慢
に
軍

配
が
上
が
っ
た
。
相
撲
で

は
西
旭
が
上
回
っ
た
が
何

と
か
競
り
勝
っ
た
。
四
日

目
磯
自
慢
と
蛮
国
の
対
戦

も
要
注
目
と
な
る
。

（
勝
間
田
）

三
段
目
で
の
３
連
勝
は

虎
麒
麟
、
東
灘
、
島
内
、

龍
神
丸
の
４
力
士
。
な
か

で
も
桐
壺
部
屋
の
虎
麒
麟
、

東
灘
は
共
に
四
枚
目
で
、

あ
と
一
つ
白
星
を
重
ね
ら

れ
れ
ば
幕
下
昇
進
の
可
能

性
が
濃
厚
だ
。
そ
の
桐
壺

勢
を
島
内
、
龍
神
丸
が
破

り
千
秋
楽
を
迎
え
る
の
か
、

は
た
ま
た
同
部
屋
の
虎
麒
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今
場
所
、
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
懐
か
し

い
二
部
屋
か
ら
各
々
２
力
士
が
初
土
俵
を
踏
ん
だ
。

一
つ
は
秋
月
佐
戸
若
連
合
の
看
板
部
屋
な
が
ら
長

ら
く
空
き
株
と
な
っ
て
い
た
佐
戸
若
部
屋
。
今
次
新

弟
子
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
朝
日
松
一
門
の
後

押
し
で
煙
立
親
方
（
黒
船
）
が
名
跡
変
更
し
、
佐
戸

若
部
屋
を
立
ち
上
げ
た
。
所
属
力
士
は
平
成
１
６
年

第
１
０
６
回
の
幕
下
１
５
枚
目
懐
石
を
最
後
に
番
付

か
ら
消
え
て
お
り
、
そ
れ
以
来
の
力
士
と
な
る
。

初
代

花
ノ
川(

第
三
代
横
綱)

第
９
回
～
２
２
回

主
な
弟
子

子
の
川(

前
１)

、
花
の
川(

大
関)

綾
ノ
花(

関
脇)

、
宝
永
山(

小
結)

畝
傍
山(

前
２
、
初
代
香
具
山)

二
代

子
の
川(

佐
戸
若
部
屋)

第
２
３
～
４
４
回

主
な
弟
子

多
聞
天(

前
１
３)

三
代

花
の
川(

佐
戸
若
部
屋)

第
４
５
～
６
９
回

主
な
弟
子

旭
灘(

前
４)

四
代

旭

灘(

佐
戸
若
部
屋)

第
７
０
～
１
４
２
回

主
な
弟
子

鯖
石(

十
１
１)

五
代

黒

船(

関
脇

友
砂
部
屋)

第
１
４
９
回
～

１
５
２
回

友
砂
部
屋
付
き
煙
立

も
う
一
部
屋
は
秋
田
（
あ
き
の
た
）
部
屋
。
こ
ち

ら
は
住
之
江
一
門
で
紙
相
撲
草
分
け
期
に
力
士
を
輩

出
し
て
い
た
超
古
豪
。
秋
田
部
屋
最
後
の
力
士
太
郎

潟
は
昭
和
５
２
年
第
４
７
回
場
所
限
り
で
引
退
し
、

当
時
の
秋
田
親
方(

難
波
潟)

が
昭
和
５
３
年
第
５
０

回
場
所
限
り
で
退
職
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
来
の

部
屋
再
興
と
な
る
。

初
代

春

山(

京
都
相
撲
出
身)

第
４
～
１
６
回

主
な
弟
子

難
波
潟(

前
８)

、
難
波
江(

前
６)

二
代

難
波
潟(

秋
田
部
屋)

第
１
７
回
～
５
０
回

主
な
弟
子

甲
山(

前
１)

、
水
瀬
川(

前
３)

、

太
郎
潟(

前
２)

三
代

強
羅
岩(

前
３
住
之
江
部
屋)

第
６
７
回
～

７
２
回

住
之
江
部
屋
付
き

四
代

尾

結(

小
結

輝
勢
岩
部
屋)

第
９
９
回
～

輝
勢
岩
部
屋
付
き
→
勝
間
田
部
屋
付
き

な
お
、
協
会
関
係
者
の
話
に
よ
る
と
、
現
秋
田
親

方
は
今
年
一
杯
で
定
年
退
職
の
た
め
、
後
継
は
一
門

で
東
北
所
縁
の
勝
間
田
部
屋
付
き
親
方
の
誰
か
が
承

継
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
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